
第７次宮津市
総 合 計 画

人口減少 地域経済の低迷

今後も人口増加は望めない

共に創る みんなが活躍する
豊かなまち“みやづ”

にこめた宮津市のまちづくりの形

～目指す10年後の将来像～

性別や年齢等にかかわらず宮津市に

かかわる人一人ひとりが、役割や生き

がいを持って活躍することで、持続可

能で豊かなまちにしていくことが必要

です！

宮津市にかかわる人たち(みんな)が一

緒に話し合い、知恵を絞り、共に力を合

わせて創り上げる(共創する)ことで、実

現することができます！

現状

将来

第７次宮津市総合計画将来構想の見直しについて 資料２
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市民協働

Society 5.0

将来像実現にむけた

５つの視点

SDGs

ウィズ/
ポストコロナ

健全な
行政運営
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将来像実現に向けた〇つの「視点」
市民協働

様々な分野で市民、各種団体、企業等と行政が協働の
プラットフォームを設置し、それぞれが力を合わせ主
体的に課題の解決やまちづくりに取り組んでいきます。

Society5.0
地域課題・社会課題の解決に向けてICT等の新たな技
術の活用に積極的に取り組んでいきます。

国の示すSDGsの方向性に沿って、各種施策を総合的

に講じていくとともに、官民連携した啓発活動の推進
等により市民や事業者へのSDGsの浸透を図ります。

健全な行政運営

中長期的に安定した行財政運営に向け、行財政運営指
針や公共施設再編方針等に基づき、経営視点に立った
効率的・有効的な行政運営を進めます。

SDGs(持続可能な開発目標）
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ウィズ/ポストコロナ

新型コロナウィルス感染症拡大後(ポストコロナ)の社会
の変化を危機(ピンチ)ではなくチャンスと捉え、経済や

関係人口、移住・定住の促進等様々な分野において積
極的に対応していきます。

市民協働

様々な分野で市民、各種団体、企業等と行政が協働の
プラットフォームを設置し、それぞれが力を合わせ主
体的に課題の解決やまちづくりに取り組んでいきます。

DX推進 or デジタル活用
地域課題・社会課題の解決に向けて、デジタルを活用
して直接的、間接的に市民サービスや利便性の向上に
取り組んでいきます。

「誰一人取り残さない」持続可能で多様性と包摂性の
ある社会の実現のため、社会、経済、環境の3側面か
ら、SDGsの17のゴールの達成を目指します。

健全な行政運営
中長期的に安定した行財政運営に向け、行財政運営指
針や公共施設再編方針等に基づき、経営視点に立った
効率的・有効的な行政運営を進めます。

SDGs(持続可能な開発目標）

DEI
（Diversity(多様性), Equity(公平性) & Inclusion(包括性))

一人ひとりが様々な違いがある個人として尊重され、
それぞれに合った機会を提供されることで、誰もが参
加し、その人らしく活躍することができるまちづくり
に取り組んでいきます。

Well-Being
宮津に住む人、関わる人、一人ひとりが、様々な人や
社会との”つながり”の中で、日々、”自分らしく”
生きていることに満足でき、心豊かに、幸せをずっと
実感できるまちづくりに取り組んでいきます。


